
令和３年度第２回久留米市城島ふれあいセンター運営委員会（要旨） 

 

日 時 令和４年３月２４日（木）１４：００～１５：３０ 

場 所 久留米市城島ふれあいセンター 軽運動室 

出席者 
橋本会長、田中副会長、小野委員、江上委員、原（嘉）委員、西山委員、蒲池委員、

波多委員、原委員、古賀委員、千代島委員、蒲池委員、酒井委員、 

欠席者 榎本委員 

事務局 酒見課長、諸冨主幹、久木原主査、中野社会教育指導員 

傍聴者 なし 

 

次 第 内 容 等 

１～３ 進行：事務局 １．開会 

２．会長あいさつ 

３．文化スポーツ課長あいさつ 

４．議題 進行：会長 

事務局 

委員 

 

事務局 

委員 

 

事務局 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

委員 

（１）令和３年度久留米市城島ふれあいセンター事業報告 

 －説明－ 

 質疑等なし 

（２）令和４年度久留米市城島ふれあいセンター事業計画（案） 

－説明－ 

宿泊棟が利用できないと聞いているが、現在どのようになって

いるのか。 

宿泊棟については、施設のトイレやお風呂場のタイルが剥離し

危険であるため利用できない状況です。現在、関係機関と改修に

向けて協議をしています。 

新型コロナ感染症拡大前と比べてどれくらい事業が減ったのか

お尋ねしたい。 

事業である講座につきましては、前年度と比較し６事業減らし

ています。感染拡大が今後どうなるか分からない中、これまでの

事業の中身をコロナ禍でも安心して参加していただける内容のも

のに再整理しました。 

施設内にあったゴルフ場の食堂の撤退後について、改めて公募

する考えはあるのか。 

以前、食堂の方から、コロナ禍になる前から営業上の採算が取

れなくなったと聞いていました。様々な原因はあると思いますが

公募は難しいと考えています。当面は調理実習室を活用し自炊を

していただきたいと考えています。 

 食堂は宿泊利用に必要な施設である。食堂の再開については、



 

 

委員、事務局 

強く要望すると共に引続き公募も考えていただきたい。 

（３）その他、報告事項 

特になし 

５．閉会 会長  

 


